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竹
内
街
道
か
ら
磯
長
王
陵
の
谷
を
巡
る 

（会
員
） 

山
口 

久
幸 

 

数
日
来
不
安
定
で
あ
っ
た
天
候
も
、
こ
の
日
は

早
朝
か
ら
晴
れ
上
が
り
、
陽
気
に
誘
わ
れ
て
参
加

者
は
二
十
九
名
。
近
鉄
喜き

志し

駅
か
ら
太
子
町
の
六

枚
橋
で
バ
ス
を
降
り
、
舗
装
さ
れ
た
竹
内
街
道
の

坂
道
を
登
り
孝
徳
天
皇
陵
に
向
か
う
。 

            

孝
徳
天
皇
大
阪
磯
長

し

な

が

陵
（
上
ノ
山
古
墳
） 

 

陵
は
山
の
南
西
に
位
置
し
、
陵
前
で
は
周
囲
の

雑
木
を
数
人
で
伐
採
作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
被
葬
者
は
大
化
の
改
新
時
に
在
位
し
た

天
皇
で
あ
る
が
、
政
治
の
実
権
は
皇
太
子
で
あ
る

中
大
兄
皇
子
が
握
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
後
年 

皇
太
子
の
「
倭
の
京
に
遷
ら
む
」
（
『
書
紀
』
白
雉

は

く

ち

四
年
の
条
）
と
の
進
言
を
聞
か
ず
一
人
取
り
残
さ

れ
、
翌
五
年
十
月
に
難
波
宮
で
崩
御
し
た
。 

 

そ
の
為
か
陵
は
径
三
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
メ

ー
ト
ル
の
小
さ
な
円
墳
で
あ
る
。
陵
外
を
一
周
し

た
が
、
如
何
に
も
小
さ
な
陵
で
あ
る
。
洞
窟
内
に

石
棺
が
存
在
す
る
と
の
記
録
が
あ
る
が
、
詳
し
い

内
容
は
不
明
で
あ
る
。 

   

              

竹
内
街
道
資
料
館 

 

竹
内
街
道
は
都
が
平
城
京
に
移
る
ま
で
の
間
、

難
波
か
ら
飛
鳥
を
結
ぶ
主
要
な
道
で
、
我
が
国
最

初
の
官
道
と
云
わ
れ
る
。
多
く
の
貴
人
が
往
来
し
、

海
外
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
珍
品
が
こ
の
道
を
通
り

飛
鳥
に
運
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
。
館
内
で
は
そ
の
コ

ー
ス
と
歴
史
的
な
出
来
事
や
周
辺
の
史
跡
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。 

孝徳天皇陵拝所前 

孝徳天皇陵周囲を廻る 
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科
長

し

な

が

神
社 

 

資
料
館
の
先
に
あ
る
道
の
駅
「
近
つ
飛
鳥
の

里
・
太
子
」
付
近
で
昼
食
を
と
る
。
食
後
、
道
の

駅
の
前
を
走
る
自
動
車
道
の
端
を
歩
き
、
最
初
の

信
号
を
左
折
し
村
中
に
入
る
。
山
麓
に
寄
り
添
う

よ
う
に
科
長
神
社
が
鎮
座
す
る
。
人
影
は
な
く
樹

木
に
囲
ま
れ
た
境
内
は
静
か
で
あ
る
。
風
の
神
で

あ
る
級
長
津
彦
命

し
な
が
つ
ひ
こ
の
み
こ
と

・
級
長
津
姫
命

し
な
が
つ
ひ
め
の
み
こ
と

・
科
長
戸
辺
命

し
な
が
と
べ
の
み
こ
と

を 
              

祀
る
。
元
は
二
上
山
上
に
在
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代

に
当
地
に
移
さ
れ
た
と
云
う
。
拝
殿
を
廻
る
と
立

派
な
三
間
社
流
造
の
本
殿
が
あ
る
。
末
社
に
土

つ
ち
の

祖
み
お
や

神
社
が
あ
り
、
こ
の
地
の
支
配
者
で
あ
っ
た
息

長
氏
の
祖
神
を
祀
っ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

二
子
塚
古
墳 

 

集
落
を
抜
け
田
畑
を
見
渡
せ
る
場
所
に
出
る
と
、

あ
ち
こ
ち
で
稲
刈
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
作
業
を

し
て
い
る
人
た
ち
に
挨
拶
し
な
が
ら
、
田
畑
の
中

の
小
高
い
尾
根
に
登
る
。
古
墳
は
低
い
尾
根
の
上

に
在
る
。
墳
丘
は
崩
れ
て
い
て
、
中
央
部
が
窪
み

双
方
墳
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
長
方
形
の
方
墳
と

も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
墳
丘
は
長
辺
六
〇
メ
ー
ト

ル
、
短
辺
二
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
北
丘
四
・
八

メ
ー
ト
ル
、
南
丘
六
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
両
墳
頂

の
下
に
南
東
に
開
口
し
た
横
穴
式
石
室
が
あ
り
、

一
方
の
石
室
の
露
出
し
た
石
の
隙
間
か
ら
、
蒲
鉾

形
の
石
棺
が
僅
か
に
望
め
る
。 

 

推
古
天
皇
磯
長
山
田
陵
（
山
田
高
塚
古
墳
） 

 

山
田
丘
陵
の
先
端
部
に
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
。

推
古
天
皇
は
当
初
、
竹
田
皇
子
の
墓
に
、
天
皇
の

遺
言
に
よ
り
追
葬
さ
れ
た
と
『
書
紀
』
は
伝
え
て

い
る
（
推
古
天
皇
三
六
年
九
月
の
条
、
当
初
の
陵

は
、
通
説
で
は
橿
原
市
植
山

う
え
や
ま

古
墳
）
。
そ
の
後
、
こ

こ
磯
長
山
田
陵
に
改
葬
さ
れ
た
。
近
づ
く
と
正
面

隅
の
石
垣
に
亀
裂
が
入
り
、
危
険
な
の
で
縄
張
り

が
さ
れ
て
い
る
。
長
形
の
方
墳
で
横
に
廻
る
と
、

木
立
の
間
か
ら
三
段
に
築
か
れ
て
い
る
の
が
判
る
。 

              

科長神社 

推古天皇陵に向かう 

このPDFはpdfFactory試用版で作成されました www.nsd.co.jp/share/pdffact

http://www.nsd.co.jp/share/pdffact
http://www.nsd.co.jp/share/pdffact


                                                                18 

 

              

記
録
で
は
最
上
段
は
東
西
三
三
メ
ー
ト
ル
、
南
北

二
二
メ
ー
ト
ル
で
、
二
つ
の
横
穴
式
石
室
が
並
ん

で
い
る
と
云
わ
れ
る
。 

 

葉
室
歴
史
公
園 

 

公
園
内
に
幾
つ
か
の
古
墳
が
あ
り
、
入
口
の
「
か

ま
ど
塚
古
墳
」
は
七
世
紀
前
半
築
造
の
円
墳
で
、

周
濠
を
持
ち
径
四
五
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
園
中
央

部
に
あ
る
「
石
塚
古
墳
」
は
六
世
紀
末
か
ら
七
世

紀
初
頭
に
築
か
れ
た
と
見
ら
れ
、
一
辺
三
〇
メ
ー

ト
ル
の
方
墳
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
墳
丘
全
体
が

個
人
の
所
有
の
為
園
外
に
な
る
が
、
園
の
垣
根
に

沿
っ
て
「
越こ

し

前ま
え

塚づ
か

古
墳
」
が
位
置
す
る
。 

 

越
前
塚
古
墳 

 

公
園
を
出
て
隣
の
越
前
塚
古
墳
に
入
る
。
墳
丘

の
西
半
分
は
竹
が
茂
り
、
東
半
分
は
墳
頂
ま
で
ミ

カ
ン
畑
に
な
っ
て
い
る
。
丁
度
土
地
の
所
有
者
の

家
族
が
ミ
カ
ン
の
取
り
入
れ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
立
ち
入
り
の
許
可
を
お
願
い
す
る
。
東
西
約

七
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

約
八
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
を
持
つ
長
方
形
墳
で
あ

る
。
西
半
分
の
竹
藪
部
分
は
窪
ん
で
お
り
、
石
室

が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
見
ら
れ
る
。

ミ
カ
ン
畑
の
東
部
墳
頂
下
に
も
横
穴
式
石
室
が
存

在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
所
有
者
の
家
族
か

ら
「
祖
母
の
時
代
に
ミ
カ
ン
畑
で
金
の
腕
輪
が
出

た
と
云
う
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
盗
掘
に
あ
っ
て

い
る
」
と
云
う
話
が
あ
っ
た
。 

 

当
墳
の
規
模
は
推
古
・
用
明
陵
よ
り
大
き
く
天 

              

皇
陵
級
で
あ
る
。『
陵
墓
要
覧
』
で
は
敏
達
天
皇
陵

の
所
在
地
を
南
河
内
郡
太
子
町
大
字
太
子
奥
城
（
現

在
の
葉
室
）
と
し
、
ま
た
陵
名
が
河
内
磯
長
中
尾

陵
と
あ
る
。
こ
の
た
め
、
当
地
が
中
尾
に
当
た
る

と
し
て
、
当
墳
が
真
の
敏
達
陵
で
は
な
い
か
と
す

る
意
見
も
あ
る
。 

 

『
書
紀
』
崇
峻
天
皇
四
年
四
月
の
条
に
、 

「
訳
語
田
天
皇

を
さ
た
の
す
め
ら
み
こ
と

（
敏
達
天
皇
）
を
磯
長
陵
に
葬
り

柵の外から見える推古天皇陵段築 

越前塚古墳にて 
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ま
つ
る
。
是
其
の
妣
皇
后

い
ろ
は
の
き
さ
き

（
母
・
石
姫
、
欽
明

天
皇
皇
后
）
の
葬
ら
れ
た
ま
ひ
し
陵
な
り
」 

と
記
し
て
い
る
。『
延
喜
式
』
で
は
陵
号
と
墓
号
を

分
記
し
、
別
個
に
守
戸
を
置
く
と
記
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
合
葬
で
は
な
く
二
か
所
に
分
け
て
埋
葬

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

用
明
天
皇
河
内
磯
長
原
陵
（
春
日
向
山

む
か
い
や
ま

古
墳
） 

 

一
辺
六
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
一
メ
ー
ト
ル
の

方
墳
と
云
わ
れ
る
が
、
宮
内
庁
刊
『
陵
墓
地
形
図

集
成
』
に
よ
る
の
み
で
、
内
部
は
よ
く
判
ら
な
い

と
云
わ
れ
る
。
陵
の
周
囲
は
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て

い
る
。
江
戸
時
代
に
横
穴
式
石
室
が
開
口
し
、
石

棺
が
見
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

太
子
・
和
み
の
広
場 

 

叡
福
寺
に
隣
接
し
て
公
園
が
あ
り
、
奥
の
屋
根

の
下
に
石
棺
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
「
松
井
塚
古

墳
の
石
棺
」
と
呼
ば
れ
、
山
田
地
区
の
民
家
の
地

下
か
ら
井
戸
堀
の
際
に
石
室
が
発
見
さ
れ
、
後
に

石
室
内
の
石
棺
が
現
在
地
に
運
ば
れ
展
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
石
室
は
当
時
使
わ
れ
て
い
た
唐
尺
で

築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
規
模
は
大
化
の
薄
葬
令

の
王
以
上
の
貴
族
の
墓
制
に
合
致
す
る
と
云
わ
れ

る
。
石
棺
は
小
口
に
開
口
部
を
設
け
、
石
扉
を
嵌 

  

め
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
横
口
式
の
家
形
石
棺
で
、 

身
と
蓋
の
二
石
か
ら
な
る
。 

 

聖
徳
太
子
磯
長
墓
（
叡
福
寺
北
古
墳
） 

 

墳
丘
は
丘
陵
の
南
斜
面
に
立
地
し
、
径
五
四
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
七
・
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の
円
墳
と

云
う
。
両
袖
型
の
横
穴
式
石
室
を
持
ち
、
皇
太
子

の
母
穴
穂
部
間
人

あ
な
ほ
べ
の
は
し
ひ
と

皇
后
を
奥
に
、
左
に
太
子
妃

膳

臣

か
し
は
で
の
お
み

の
女
、
右
に
太
子
の
合
葬
墓
で
あ
る
。
羨

道
は
長
さ
七
・
二
メ
ー
ト
ル
、
玄
室
は
長
さ
五
・

四
メ
ー
ト
ル
、
幅
・
高
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
と
記
録

さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
終
え
静
か
な
叡
福
寺
の
境
内

を
散
策
し
な
が
ら
バ
ス
停
に
向
か
う
。
予
定
し
て

い
た
「
上
の
太
子
駅
行
」
の
時
間
に
間
が
あ
り
、

喜
志
駅
行
き
の
バ
ス
で
帰
途
に
つ
く
。
見
学
す
る

と
こ
ろ
が
多
く
余
り
気
に
な
ら
な
か
っ
た
が
久
し

ぶ
り
に
よ
く
歩
い
た
一
日
だ
っ
た
。 

   

叡
福
寺
聖
徳
太
子
廟
前
に
て 
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宝
塚
市
教
委
と
大
阪
大
学
考
古
学
研
究
室
が
発

掘
し
て
い
る
、
長
尾
山
丘
陵
の
先
端
部
に
四
世
紀

初
め
に
築
か
れ
た
全
長
三
九
メ
ー
ト
ル
の
古
墳
を
、

会
と
し
て
見
学
し
た
の
は
二
〇
〇
八
年
九
月
で
あ

っ
た
。
当
時
、
現
場
で
寺
前
先
生
よ
り
葺
石
と
埴

輪
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
墳
頂
部
の
レ
ー
ダ
ー
探

査
で
土
質
が
四
～
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
、
周
囲

と
異
な
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
た
と
云
う
説
明
を
受

け
た
。 

以
後
、
毎
年
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
、
今
年
は

墳
頂
部
下
層
よ
り
粘
土
槨
が
発
掘
さ
れ
た
。
そ
の

大
き
さ
と
完
全
な
形
で
の
発
掘
が
新
聞
紙
上
で
も

紹
介
さ
れ
、
今
回
調
査
団
に
よ
る
現
地
説
明
会
が

実
施
さ
れ
た
。 

 

見
学
開
始
に
先
立
ち
古
墳
前
の
公
園
に
集
ま
っ

た
人
た
ち
に
対
し
、
大
阪
大
学
教
授
福
永
団
長
か

ら
今
回
の
調
査
結
果
と
そ
れ
に
基
づ
く
被
葬
者
像 

に
つ
い
て
見
解
が
示
さ
れ
た
。 

今
回
の
調
査
の
成
果
と
し
て 

１ 

北
ク
ビ
レ
部
の
調
査
に
よ
り
、
以
前
調
査
し

た
南
ク
ビ
レ
部
の
位
置
と
の
関
係
か
ら
墳
形

「
前
方
後
円
墳
」
が
確
定
し
た
。 

２ 

墓
坑
の
規
模
と
構
造
が
長
さ
八
・
九
メ
ー
ト

ル
、
幅
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
以

上
で
、
二
段
に
掘
り
下
げ
ら
れ
、
下
段
は
地

山
を
一
メ
ー
ト
ル
以
上
掘
削
し
て
い
た
。 

３ 

墓
坑
の
内
部
に
長
さ
六
・
七
メ
ー
ト
ル
、
幅

二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
大

き
さ
を
持
つ
粘
土
槨
が
ほ
ぼ
未
盗
掘
の
状
態

で
発
見
さ
れ
た
。
盗
掘
を
試
み
た
様
子
は
あ

る
が
、
粘
土
槨
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
。 

４ 

墓
坑
の
南
東
隅
で
排
水
溝
が
造
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
北
ク
ビ
レ
部
の
方
向
に 

              

向
い
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

粘
土
槨
の
大
き
さ
は
全
国
で
も
十
指
に
入
る
大

き
さ
で
、
当
初
の
形
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。 

考
古
学
に
携
わ
っ
て
い
る
先
生
方
で
も
、
こ
れ

程
大
き
く
て
完
全
な
形
の
粘
土
槨
を
見
る
機
会
は

多
く
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

集
ま
っ
た
人
が
多
く
、
二
十
人
位
に
組
分
け
を

し
て
古
墳
に
向
か
う
。
最
初
に
北
ク
ビ
レ
部
の
調

宝
塚
市
長
尾
山
古
墳
発
掘
調
査
現
地
説
明
会 

―
十
月
十
六
日
（土
）― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

  
   

   
  

 
 

 
 

 
(

会
員) 

山
口 

久
幸 

福永先生による全体説明 
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査
区
域
が
あ
り
、
二
段
築
成
の
斜
面
に
比
較
的
大

き
な
葺
石
が
認
め
ら
れ
る
。
低
い
位
置
の
一
段
目

の
テ
ラ
ス
面
に
、
一
定
間
隔
を
あ
け
て
破
損
し
た 

埴
輪
の
底
部
が
土
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
の
が
判
る
。

こ
の
埴
輪
は
円
筒
埴
輪
と
一
部
朝
顔
形
埴
輪
で
構

成
さ
れ
、
築
造
時
期
か
ら
形
象
埴
輪
は
認
め
ら
れ

な
い
。 

墳
頂
部
端
に
立
つ
と
、
発
掘
さ
れ
た
粘
土
槨
が 

              

眼
下
に
現
れ
る
。
実
際
に
見
る
と
想
像
以
上
に
大

き
く
、
蒲
鉾
形
で
内
部
で
落
ち
込
み
が
あ
る
の
か

上
層
部
に
へ
こ
み
が
見
ら
れ
る
。
粘
土
槨
は
礫
を

敷
い
た
上
に
築
か
れ
て
い
る
よ
う
で
、
粘
土
槨
の

両
側
の
一
段
掘
り
下
げ
ら
れ
た
所
に
礫
敷
が
見
え

る
。 日

が
差
し
露
出
し
て
い
る
た
め
粘
土
槨
の
表
面

が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
、
係
り
の
人
が
霧
吹
き
で

水
を
掛
け
て
い
る
。
形
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
維
持

保
存
が
大
変
な
よ
う
だ
。 

 

大
和
で
粘
土
槨
に
よ
る
葬
送
が
採
用
さ
れ
る
と

い
ち
早
く
こ
れ
を
取
り
入
れ
、
か
つ
巨
大
な
粘
土

槨
を
築
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
墳
の
被
葬
者
と

大
和
の
強
い
結
び
つ
き
が
感
じ
取
れ
る
。
被
葬
者

に
つ
い
て
は
、
猪
名
川
流
域
を
支
配
し
た
地
域
の

首
長
と
思
わ
れ
る
と
福
永
先
生
か
ら
話
が
あ
っ
た
。 

 

内
部
の
構
造
や
埋
納
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
副

葬
品
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
が
、
諸
般
の
事
情
か

ら
、
現
時
点
で
は
内
部
の
開
封
の
予
定
は
決
ま
っ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
内
部
の
様
子
が
知
れ
る

日
が
楽
し
み
で
あ
る
。 

 

【
堺
市
博
物
館
】 

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群 

世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表

掲
載
記
念 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

特
別
企
画
展
「
百
舌
鳥
古
墳
群
ー
そ
の
出

土
品
か
ら
さ
ぐ
る
ー
」
を
開
催 

■
開
催
期
間 

 

十
一
月
十
四
日
（
日
）
～
一
月

二
十
三
日
（
日
） 

 

休
館
日 

 

月
曜
日
（
一

月
十
日
（
月
・
祝
日
）
は
開
館
） 

祝
・
休
日
の

翌
日 

年
末
・
年
始
（
十
二
月
二
十
四
日
～
一
月

五
日
） 

■
入
館
料
（
常
設
展
と
共
通
） 

一
般
二
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 
 
 

 【
池
田
郷
土
史
学
会
】 

「
北
摂
に
お
け
る
地
域
史
の
発
掘
」 

講
師 

 

小
野
市
立
好
古
館
長 

大
村
敏
道
氏 

日
時 

十
二
月
十
二
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
～

場
所 

池
田
市
立
駅
前
南
館
二
階
会
議
室 

    

墓坑と粘土槨 
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検
証 

『
前
期
旧
石
器
遺
跡
発
掘
捏
造
事
件
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

松
藤 

和
人 

著 

定
価
（
一
六
八
〇
円
） 

※
著
者
割
引
で
一
三
五
〇
円
に
な
り
ま
す
。 

「
捏
造
事
件
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
―
― 

何
故

二
〇
年
も
の
間
、
捏
造
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
？
ど
う
し
て
専
門
家
が
見
破
れ
な
か
っ
た
の

か
？
そ
の
石
器
は
ど
こ
か
ら
調
達
し
た
の
か
？
そ

の
後
の
学
界
の
検
証
、
本
人
の
特
異
な
詐
欺
能
力
、

疑
い
を
知
ら
な
い
東
北
人
気
質
、
性
善
説
、 

今
後

の
旧
石
器
時
代
研
究
の
方
向
性
、
海
外
と
の
連
携

な
ど
…
を 

、
一
般
の
人
に
も
よ
く
わ
か
り
や
す
く

書
か
れ
て
い
て
、
推
理
小
説
を
読
む
よ
う
に
夢
中

に
な
り
、
一
気
に
完
読
で
き
る
名
著
で
す
。 

      

  

一
月 

八
日 

（
土
） 
午
後
二
時
よ
り 

場
所 

 

豊
中
市
教
育
セ
ン
タ
ー 

六
階 

「
長
屋
王
の
変
と
光
明
皇
后
」 

 
 
 

堺
女
子
短
期
大
学
準
教
授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

水
谷 

千
秋 
先
生 

  

 

一
月 

二
十
二
日
（
土
）
新
年
会
を
兼
ね
て
、
伏

見
方
面
を
訪
ね
ま
す
。 

読

書

室 

江
南
の
日
差
し
豊
か
に
冬
耕
す 

 

宮
田 

佐
智
子 

一

月

の

例

会 

一

月

の

現

地
見

学 

編
集
後
記 

今
年
は
、
御
所
市
の
秋
津
遺
跡
で
心
合
寺

山
古
墳
等
の
「
囲
形
埴
輪
」
の
実
物
モ
デ
ル

が
発
掘
さ
れ
た
と
話
題
に
な
っ
た
の
を
皮
切

り
に
、
牽
牛
子
塚
古
墳
・
纒
向
遺
跡
・
長
尾

山
古
墳
と
胸
躍
ら
さ
れ
る
発
掘
ニ
ュ
ー
ス
が

続
き
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
は
ま
た
ま
た
秋

津
遺
跡
で
す
。
橿
考
研
が
更
に
発
掘
を
進
め

た
結
果
、
四
世
紀
前
半
と
し
て
は
最
大
級
と

い
う
遺
構
群
が
発
見
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。
塀
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
四
カ
所
、

そ
の
最
大
の
も
の
か
ら
は
、
大
型
建
物
を
四

棟
検
出
。
ほ
か
の
方
形
区
画
の
内
外
か
ら
は

多
数
の
掘
立
柱
建
物
や
竪
穴
建
物
が
検
出
さ

れ
た
よ
う
で
す
。 

来
年
は
ど
ん
な
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
に
出
会

え
る
か
楽
し
み
で
す
。 
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